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T本体fi;訪米日寺沈会談の結果概要を報告するもの。

、

1 会談の概要

( 1 )訪問先

?tデイエJレノ陸軍参謀総長け 7a 1 63 O-' 1 700) 
えベンサー空軍副参謀総長‘ (18日。 1000-;1030)

ワーク国防副長官 (18日 10'30-'1100) 

グリナート海翠作戦部長 (18艮 1 100 c寸1'1 30) 

ズイフト海軍作戦部幕僚部長 (18臼 1守30_:'1200)

デンブシー統合参謀本部議長(1，8日 1300~1345) 

ダンフ寸ード潟兵隊司令官 (1，8尽， 1400… '1 43 0) 
(2)場所l

米国防総省

2 結果概要 1

)lIJ紙第1""セのとおり
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巨示副

‘別紙第1
/ 

オディヱルノ陵翠参謀総長との会談総菜概要

1 日時ド及び場所
平成26年12月17日(水) 1. 630~1700 米思紡総省

、 2 会談1既要

河野統著事長

g 

オグィごC}レノ

陸軍参謀長

河野統著事長
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オ
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本臼ば時間をとっていただいて感請ける。海幕長告と務めていたこ

とから、これまでは海軍との交流が多がった。今回は陸箪とも関係

を持つことができ事喜ばしく思う℃い戸。

米i盗事協会年次総会に岩田陸幕長が参加レ、よい議論ができたと
報告を受付た。々回は情勢認識等について議論できればと思う。

1，生日に衆院選挙があれ与党が圧勝した。集自的自衛権型去最

法制の議論は引き続き進捗するものと認識している。空自t;:盈証主

亙主長三主j:fイドラインは来年、到来法告白撃盤ι金主主議室主主
こととなった。集団的関衛擦の行使が可能となった場合は米軍と自

衛隊との協力関係法より深化するものと考文る。

翠窓、ガイドラインや安保法制f;:フいて取り紛んでいると思うが

予定通りに進lvマいるか? 何か問題はあるか?

与党の勝手!jtとより来年笈までに比終了するものと考えでいる。

今回はデンプシ}議長と日米i湾騒の深化等について議論するた

め訪米した。

先日、日米共同方言自隊指揮所演習を視察する機会を得苫後方支援

告書の分野において内容が充実しており満足しでLゅ。海軍:緩同士は
これまで連携ががったが、陸軍|奇士も協カ関係が強{包されている。

E 演習後、ブノレyクス太平洋陸軍司令官とのセミずーは充実したもの

であった。

本自はお時聞を取っていただき感謝する。岩国際著事長とはよい関

係を築いており、数ヶ月前に訪日した燃は、陸上自衛隊の目標lとう

いて説明を受けた。駿上自衛隊と米陸軍がともに強イじできる分野と

l 陸上回衛隊の能力強化をすべき分野について議論した。また隊烏奪

回に際し、し、かに戦力主?投入するかといづたこ巳ア・アサノレトについ
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河野統幕長

オテゃイ江ノレノ

陸軍参謀長

河野統幕長

匝唇E
rも議論することができた。この分野が穣上自衛隊と米険2撃がとも
に能力を構築できる分野であると考えている。

今回の演習のポイシトはストライカ}部隊をいかに投入するか

というものであり、戦力をいかに展開させるかといった観点かち重

要な分野と考充ている。戦カ展開に係る日米協〉りの強さが関係閣に

対する良いメッセι ジとなるo

数ヶ月前、カFフ王子ノレニアにあるナショナノレ。 hν}ニング aゼ
ンタ}において小規模ながら陵1:自衛隊と米陸主撃が訓練を実施し

た。これは、相瓦運用性4情報共有、指揮統制機能の強化の観点か

らZ重要であると認識している。

数年来の努力により海箪穣間では相友運用性について向上が見

られるが、陸軍種聞では複雑な問題となっており、今ま剖と相互選

用性の向上にわいて取り組んでいるところである。この分野は我々

が今後取り級むペ守分野であると考えている。

阿米の敬り級みだけでなく日米豪での連携強化についても取り

組んでいる左ころである。米豪共同訓練(グリスマンセイパ~) ~と

自衛隊を派遣し、サザンジャッカノレーにおいても派遣部隊の拡充を

したいと考えている。。

陸上自衛隊においては陸上総隊の設立や水除問用部隊の設立等

大きな改編の持期を迎えている。横須賀、における米海筆、海上自衛。

隊の関係w横田における航怨自衛隊と米安翠の関係がみいゑ体例で

あると認識しゼおり、陸翠穣関ではE昼間が適当であると考えてい

る。

私も康問における連携が重要と考えており、ご支援いただいて感

謝する。

3カ国間の連携で言えば日米韓での連携も重要だあると考えて

おり、これに対する支援にも感謝するb 日米存駿家向士での連携に

ついて、来春にミ}ティングを持つべて現在検討中であるo

~~草月鮮の脅威については浅草Eも存在しており、この観点から日米

、韓での連携はE重要であると言自殺してい答。じかしながら日韓での防

衛交流ま滞っているので、米国を中心とした3カ留での協力につい

て推進していきたいと考えている。

北朝鮮の脅威という観点から申し上げると、経クi仰にTPY2レ
日ダ}が設置され本年末iζ遼用を開始すると認識じている。このレ

)ダ}の設置、運用について全商的に協力したいと考えている。

3 



;ォデイエノレノ

陸軍参謀長

河野統幕長
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河野統幕長

オヂィエノレメ

陸軍参謀長

河野紡謀長

図画到
日米2国間の話lと戻ると、とれまで陵家種闘でば連携強化に取り

組んでおり、これからも更なる強化に努めてまいりたい。このよう

な取り組みが北朝鮮をはじめとする周辺国に対して良いメツセ-

ジとなると認識している。

防衛交流や演習等あらゆるこ日ζ取り組み、連携を強化すること

で北戦鮮、中国に対する良いメタセ〕ジとしていきたいσ

日中関係についで申し上げたい。:t1月に開催されたAl'ECit 

おいて日中首脳会談が実現したことは臼中関係の改善め第一斗歩と

認識している。この首脳会談の中背日中海上連絡メカニズムの協議

再開について確認された。しかしながらJ日本側のアプロふチに対
レて中国からは即容がない状況?である。!

3JI，夜、束、シナ海においては常時2~3隻の船舶が尖関諸島周辺で

活動Lており、最近は40間任以内での?活動も活発となってきた。

我々はこのような中国の活動に対じては冷静に対応しでいるとこ

ろ?ではあるが、中国中央政府の統制が効いていあのかと疑問に恩

つ。
これら活動において不測事態安避けるため多国間でOUESを活

用し現場でのコミュニケ}ションを図っている。日米!万の連携は中

層に対して有効な抑止力になっていると認識し、ている。

中国の活動k関して注視して渓き感謝する。中国l己責ーし.:r;は外
交、軍事毒事あらゆる手段を用い対応することが耳主要である。現夜取

り組んでいるガイドライジや安保法制作業についても有効な手段

であると認識しており、引き佐官官き見守っていきたいと考えでいる。

安倍政権の以前は防衛関係費は減少傾向にあったが、現在は増加

傾向にあり、陸上自衛隊においてはY-22オスプレイ、 AAV7を導

入する4

オスプレイ導入は輸送能力向上の観点からE重要であり、健筆とし
てはオスフ。ルイ等を使用した離島防衛等の防御要領について支援

して差是りたい。

貴官の協力に感誘fする。

ヱボラ対応のため連絡宮をAFRIOOM(e:派遣し、個人防護兵を

ガ}ナに空輸した。引き続き、連絡官を混じ情報を収集させ、我々

ができるととお考えていきたい。
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オディエノ]ノソ

慾祭参謀長

河野統事事長

オディスノルメ

健筆参謀長

河野統著事長

， 

オディエノレノ

健康参謀長

回唇回
現在2500名強(J;部隊を派遣している。共有できる教習11として

は兵始と訓練が必ず必要となり、 ζれらを充実させることが必要で

ある。，

現在、エボラ対応どして連絡官を派遣しているが、今後も常駐さ

せた貯と考えてい石。

AFRICOM においては様々な活動を行っており人道支援のみな

らずテロ対策も重要となっている。過去数年間アフリカ方留守、取り

組みを実焔し、 94の活動を行!ってきた。訓練やアドバイザ}、能

力構築支援活主主であり、この分野l乙おいて連絡官を通じ日本の支援

を得られることは封f側にとっても有益。日本の様々な形でめコ}ミ y

hメントfe感謝。

本日は時聞を7とつだいただき感謝

こちらとそ有益な意見5iS換に感謝

(ア)

v u 

守 ι
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国戻目
別紙第2

スペンサ一空軍爵j参謀総長との会談結果概要包

100D~1030 米国防総省

υ 

(木)

本日は待問をとっていただを感謝する。今回は統合幕僚長就任lζ

あたりデンプシ一議長に表敬するため訪米じだ。

" お会いできて光栄である}。デンプ、ン一言室長も主義官に会うことを楽

しみにしているようだ。

1 日時及び場所
平成26年12月18日

2 会談概婆

' 河野統幕茶

スペンサ円

安主要関j参謀長

F'35の日}ジ百ナノレ。デポが日本lと決まったと知らせを受けたp

この決定は厳しい安全保障環境において非常に喜ばしし1ことであ

ると認識している」主主， S;.jq抑部、 E"2D、グロ」ノ勺レホ]ク

主翠主主主ζ主主良金主止

日本は最強のパ」卜ナ〕であると認百践しているととから、 ζのよ

うな決定安耳にすることができ嬉しく思ら。

グロ」パルホ}グは2:1容において運用されているのか?

然り。米空軍においてはブロyク40と30妥運用しており、グ

ロ}パ.~!レホ}クの導入は日本にとって非常によい選択であるよ

考える。'特にブロy)'.4'Oは素晴らしい能カを有しているb

来日本大震災におけるグ口、ーノfノレホ」クからの情報はすばらじ

いものマあったo 自衛隊は今回初めて無人機を運用するととから、

米祭号室の支援を依頼する。

王室苅iζ関しで、我々ができることについて支援して参りた九

I 日本件引き続き厳しい安全保障環境lと置かれτいる。これまで日
本は個別的自衛権のみであったが、集団的目律対告が行使できるよう

になればガイドラインの見直し作業を踏まえて日米関燈が深化す

るものと考えている。
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ZE箪劉参謀長

河野統幕長
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米軍lまE期金、予算削減を強いられているが検討中の事業について

は何とか進展している状況である。 Zさ箪においてはF-S5の導入へ

新型空中給油機、新型長距縦爆撃機毒事の主主要な害事業lとついては計画

通りに進展する見込みである。

現在ロγ1ア空軍のTU-95;爆撃機の日本周辺怨域の活動vパノレト
緩隊や黒i毎艦隊の太平洋における活動も活発化しており、自衛隊と
してこれを警戒している。

我々 は北:方領土問題を、抱えているため〈西側諸国と向調しつつロ

ーシアとの最低限の関係、は維持していきたいと考えている。

資官のロシアlと対する意見如何?

主若宮の意見lと会問的に焚成するoロシアの活動に関しては懸念を

抱いている。重要望書に関する相互の手順について確立じ、誤解に土る

不測事態の発生を防止する必要きがある。これは中国周辺、束、南シ

ナ海においでも伺様可まある。

現在、東シナ海においては常時2'""3隻の船舶が尖閤諸島周辺で

活動しており、最近は40NM以内での活動も活発となっできた。

我々はこのような中国の活動に対しては冷静に対応し、できる限り

コミュニケ}シ目以を図るよう努力している。

中間の動機如何?

確固たることは言えないが、中国の開号機の異常接近;や、中国総

艇からのレーダ」照射事案も発生している。中国中央政府の統制を、

受けていないのマ1まないかと疑問を抱いている。
現揚においては緊筏なコミュニケ'-V'Eヨンをとらせたいと考え

ており、日米での強国な連携が中国に対する抑止力になると確信じ

ている。

章者官の意見に同意する。様々なレベノレ:lD~t.る中国とのコミュニケ。。

」シ日ンiま重要であり、恩防脅からも各埋ま穣景が中閣を訪問し、積

h機的iζコミュニケ]ショ~をとる努カをしてれる。中国民対しては

日米の遥携を強化することが議要マあると認識し℃いる。

7 



巨暑苦
今朝、北朝鮮からのサイパ}攻撃に関するCNNのニユ}スを見
lた。実際lζサイパ」攻撃はあったが。

北朝鮮に関する映闘が完成し、公開間近である。内容としてはコ

メデイ」司であり大げさに反応するものではなし治人北朝鮮の'y~ダ

」ーが暗殺される内容となっており、北朝鮮は神経質となっている。

河野統幕長
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北朝鮮iど関して言えば、米国とはBMDの分野で協力しでいきた
いoTPγ:2レ」ダ}が今月末に稼働すると認識じており、 BMDで
の連携において歩常にE重要なものであると認識しているJ
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‘
る
、
す欄品位

。

だ

る

た

げ
い

上
て

し

つ

由

甲

い

れ

欄

間

v

そ

時

こ
は

ら

口
μ

ι

h

J

本

と

、スペンサ}

さを箪副参謀長

(了)
、

!合

J
 

d 

8・



日空語
Bリ紙第3

ワ}ク国防副長官との会談結果統芸審

(木) 1030-11OO、米国防総省

本日は待問をどとっていただき感謝する。今回は統合幕僚長就任lと

あだりデンフ。シ」議長に章受敬するため訪米した。(

お会いできて光栄である。

現在、ガイドラインの免疫し作業lζ取り組んでいる。 この点に関

してOSDめ河本部長ウインタ}ニッツ氏ρ貢献に感謝する。

ガイドラインのÆ~し作業は進展しており、私だけでなくへ}グ

ル長官や我々の政治チ)ムも 10，月の中間報告には満足しでいる。

現在は4月の作業完了fを期待している。

'我々も集図的自衛権行使lE関する閣議決~がなされたことから、

改訂されたガイドラインには期待している。

今こ胞は現在検討中である法制をガイドライfンの見直し作業と問

調させる必要がある乙とから延期となったと言意識している。先日の

衆1護軍完選挙においける与党の勝利により政治はさらに安定し、これ

ら作業も進展するであろう。

ガイドライン見直し後は自衛隊と米軍の協カ)まより深化するも

のと認識しており、これら連携強化についてはダンフ。シ}議長とも，

議論したいと考えている。

今回の勝手Ijについて安倍首相にお祝い申し上げる。‘これは我々 に

とっての助けになるだけでなし安保法制の検討中である日本にと

っても良いことであると認識じている。

今回はエボラ熱対処に関じて安倍皆相から尽力していただき、日

本は最大のドナ}として遼糊派遣等の煮献に糊fする。連絡官派

遼について比継続することが適当ではないかと考えている。

ニヰボラ熱は米だi収束iしていないが、エボラ熱対処後も連絡官派遣
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ワ{ク

関防副長官

河野統幕長

ワιーク

国防副長官

河野統幕lf

ワ}ク

菌防劉長官

河野統幕長

や同長

ク

思
〕
防

げ
/
間
同

取扱厳震注意

を継続したいと考えており、連絡官を通じ情報を収集、我々のでき

ることを検討して参りたい。また、自衛i裁は海賊対処を実施してい
るが、ジブチ同毎日域対処のみならず、他耐震動における拠出とした

いと考えている。さらには防衛駐在官の増派も検討しており、

I.AFRICOMとの連携を強化したい。

自衛隊はこの1年来、防衛能力向上のため様々な取り組みをして

きた。このような努力の継続のため予算的な制約はあるか?

これまでの10伊関においては防衛予算は減少傾向iとあったが、

安倍政権になつだからは増力闘環向にある。中国の活動が活発化して

いることを踏まえると今後も防衛予算は増える傾向にあると考え

る。このよ5な流れのヰスでF"35、E_J2D、グロ〕パノレホ}ク、オ
九プレイの導入力戦まった。

とれら取り組みは日米の相互運用性の向上につながるものであ

り、日米間援の強化に資するちのである。

また、今回F"35のり._，:;ョナルデ、ポが河本lこ決まり、食官をは

じめとする関係者に感謝するとともに、木件は相互運用性向土のた

めに重要な決f主であると認識している。オスプγイの!J._，...ジョナノレ
t プポについても日本に霞いて演けると更なる運用性の向上となる。

その件についてはまだ私まで報告がされていない。オスプレイ導

入に関しで日本国民め不安は低減されただろうか?

ヌトスプレイ1は海兵隊の装備品の中ではもづとも安全性の高いも

のである。しかしながら初期の事故lどより不公平な評価を受けると

ととなり残念である。

オスプレイに関しての不安全性を;腐るのは一部の活動家だけマ

車弘

へ}グノレ長官が交代することとなり、予算の厳しい中で米国めリ

バランス政策は継続するのが?

これは絶対に変わらないものである。大統領も防衛費，非防衛費

を情わず予算の強制削減は不適切であると考えている。 ζのような

i状況の中、大統領は予算を追加したという経緯がある。
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河野統幕長

管長

ク

削

剛

}
妨

ワ

悶

取扱厳重宝注意

来年 2 月 ~C2 O 1 6年度のや算が決定するが、その予算の内容と
しては太平洋における総力強化のための予算の全てが含まれてい

る 。，

冷戦後、重要な4つの分野、すなわち在韓米軍基地、岩国墓地、

FRF， ?/ァム移転問題における予算については100.%確保されて
おり、計画通りに進捗すると考える。特l乙グアム移転に関する予算

は議会か色の制約が解除されたことは大きな変化であった。

とのようなことからも議会もリバランス政策を支持していると

いうこさであり、思防総省としてもリパランス政策支持の姿勢を継

続していく。

沖縄知事戦1さは普天間移設反対の候補者が当選した。普天間移設

問題ほ地方の問題ではなに国の問題であり、安倍政権として立場喜子

るトj動感
。一
b
t

る
↓
だ
い一ふた

ーて一い

し
一
て

組
織
一
つ

認
一
と

ト
」
一
争
}

の
一
関

長
時
い
一
は

な
一
目

白え一太ー

蓋

最後に付言させていただきたい。これまで何度も強調してきたこ

とであるが、尖関問題は5条事態の対象であると大統領の他、 v"<...'-， ' 

グノレ長官も明示しているとと:ろであるo.現在の政擦が継続する限り

このコミットメントは変わるものではなく日米関箆の強化につな

がるものであると認識じている。 t

今日は有意義な議論ができた。感謝する。

n 

(了}
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百側
一時一間

グリナート海軍作戦部長との会談結祭概要
、、

1 日時及び場所
平成26年1~Jl l 8日(;*)1 1 0 0'-1 1 3 0 米国防総省

2 会談概要

'" 
田
沢

叶
阜
市

e
K
L
U
 

合
舟
臨
判
、
河

j 

グリナ:'--，ト

海軍作戦部長

河野統手事長

グリ:ナ}ト

海家作戦部長

河野統幕長

グリナ」ト

海軍作戦部長

河野統幕長

資官とは作詩の夕食会lζおいても話じた左ころであるが、今後、

イ}ジス艇が2隻J横須賀tt入港し、ジヨ「ジワシントンの後継と
してロナノレド。レ}ガンが就役すると認識している。

これらの移行はスム}ズなものであり、スイフト中将の震要な任

務である。とれらは海幕、太平洋綴隊、第71艦隊にとっても重要な

案件であると認識している。

これらの動きについで日本国内での問題はないと認識している。

9月のISSでも話したが、尖認周辺においては大きな情勢C変化

はない。 GT:JES を活用じ不1~~事態の発生を防止していることである

が、中国からの反応は一様ではない。米海軍と中国海軍のCUES

における関係はどうか?

ノ¥すス大将によれば10件や6イやはや閣候JJからの反応があると

のこと。

新任のズンゴヲ米沿岸警委縮i隊司令官には仁科国の沿岸警備隊に対

してGUESを拡大リ沿岸警備隊問τとでも活用できるよう働きかけ

ている。 ヲ

APEC において日中首脳会談が実現した。海上連絡メカニズムiの

締結に肉りた協議の再開が決定したところであるが中間からの反

応がない6 中国の意図がどこにあるのか分からない状況である，~

:のi伏況は瑚草できる。私の偶人的な考えであるが、中国は対外
的な政策よりも中国罰内の問題iと集中しているのではないだろう

か。

ロシアについて語字したい。ロシアはTU阿部の日本潤回樹子や

パノレト続隊や耕毎舷隊の太平洋での活動が活発化している。費官の

12 



ロシアに関する意見如何?

私も章者官と同意見である。ロシアiま汚動を拡大しており、グートアム、

フィリピン周辺でも TU“95の飛行が線認ぎれている。また、意外

な事であるがベトナムがロシア箪に対して給油支援を行っている。

l このようにロシア軍ほ世界的に活動を拡大しているが、ロシア主撃

には装備品が古いごとから、海jと自衛隊のアデン湾での活動のよう

、lと作戦を継続的に行う能力はないと考えている。

昨日、爽国のザンパラスより輪百があり、河野統幕開とよろしく

伝えるように頼まれもた。彼は来年。1月i乙中国に行き空母等を視察す

るとのことである。その際、航空士を随行させて能力評価を行うと

の乙となので、その結果については統幕長、海幕長にも情報提供L

たい。

引き続き良い関係を築いてきたい。

国唇回

長

ト

部

ム
片
側

リ

国

平

グ

海
i

C' 

るす、υun
平
自
然
一

?加盟おノ¥
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別紙第5

スイフト海軍作戦部幕僚部長との会談結果概要

ι1 日時及び場所
平成26年12月18日(木) 1130-120Q 米国防総省、

2 会談概受

河野統幕長

r 

スイフト

海簿作戦部幕僚部長

河野統幕長

ヌと平洋海軍司令官に就任するどのことであり、お祝い申し上げ

る。太平問毎濯に賢官が、太平洋家司令官にハリスプぐ将が就任する

という。ことで最強の布陣であるを鰯競している。

今後、イ~ジスj駒山吉妻、 J機異質J乙入浴し、ジ説}ジワシントン
の後継としてロナルド。レ」ガンが就役すると認識している。本件。

は中留に対しての抑止カになると認識bている。こhlζ関しγ国内

的には問題はないもと考えている。

空母の交代については日本の協力に感誘fずるdできる限りスム」

ズな移行が出来るよう尽力したい。また日米合同での出潜行事をサ。

ンデ、イエゴで実施したいと考えている。空母の運用を支障壁、なく実強

iするためにも日米で世界にアピ}ノレしたいと考えているo 、

尖関周辺での状況は黄官が第7緩隊司令官時代よりち厳しいも l

のとなっ℃いる。中国の船舶が2ハτ3受活動し:ており，、接続水域lと

も近づいている。第一義的には機土保安庁の対応となっているが、

領海iど進入する場合は海上自衛隊による対処となる。引き続き冷静

に対応し、 CUESを活用し不漁j事態安回避するように指示してい
る。 i

スイアト l 私は般長として状況が緊迫しているのならどの様な形であれ、半
海軍作戦部幕僚部長 l級司令官の指示に従いCUESでなくても、使える手設を使用レて

コミュニケ}ショシをJiflる必要があると考えている。

河野統手事長 OUESでさえ返宅さがあったりなかった引する状況である。これま
rでの傾向としてはシニアの艦長であると思』主れるソブレメンヌイ

級の大型般はこちらの問いかけに答えないようである。

¥〆
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スイフト

海軍作戦部幕僚部長

河野統幕長

ス:イフト

海軍作戦音階僚部長

J河野統事年長

'ヌイフト

海軍作戦部幕僚部長

。河野統幕長

田房田
中国海軍により遼用される尖罰対応の艦長は厳寒きれた者であ

ると考えている。

我々は日米でCUESを使用したコミュエケ山ショシiとついての。
経験、知見を共有すべきであると考えている。地域全体でのコミュ

ニケ}ションの問題を釜体的lζ把握する必要があると考える。

ロジアの活動について認をしたい。目シフではTU-95の日ヱド周間

飛行やパノレト艦隊や黒海艦隊の太平洋での活動が活発化している。

ベトナムはカムラν湾を給油のために使用させている模様。l

海上自衛隊lまノレーマニア、ウクランfナとの演習を黒海で実主信ずる

のか?

そのJごうな計画はない。

との質問をUc:理由はロシア問題はヨ}ロeツノ号、地中海、カスピ

海に渡る広域の活動として捉える必要があると考えているからで

あるb

尖腐の問題も、尖閣だけの問題として捉えるのではなく中国の問

題とじて捉える必要がある。個別的に問題を捉えるのではなく全体

!としで問題を提えることで、他国の状況を踏ま之て協力することがl

必要となってくるo個別的に問題を扱ラど孤立しでしまう可能性が

ある9、すでに中国の潜水般の2，'3古撃がイシド洋lと進出してれるこ
ともさ主体ど。じて捉える必要ぎがある。

安倍政権において中国のカによる勤伏変更は認めないという認

識のもと、ヲィリピン、ベトナム等 ASJ弘N諮問と協力している

ところである。

スイフト。， I イシドは南シナ海での演習の際lζペドナム~はじめとする様，"r

海軍作戦部幕僚部長 i な寄港を実婚している。 ζの様に戦略的な寄港を実施すべきでは~と

い力、

河野統幕長 現在日本は海賊対処のた。めに海上部隊を:ジブチに派遣レている。

派遣の襟には戦絡的な苦手滋を実施じている。，

スィそフト i シンガポ}ノレやクコーラルンプーノレなど絞路上にない謀者にも寄港
海軍作戦部幕僚部長 iじ、メッセ山ジを発出すベ舎ではないか。

15 



河野統幕長

¥ 

I jf>(4bZ!lIí~rt百
対外的なメッセ}ジのためにそのような戦略的容滋は行ってい

る。

時間どなってしまった、太平洋海軍司令官の焚代式の際にハワイ

で会えるのを楽しみにしでいる。

一了一

、

、
、
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同属語長]
別紙第6

ヂンブシー統合参謀本部議長との会談総菜概婆

1 日時及び場所
平成26年12月18日

2 会談概要

米国防総省、(木) 1，'300-1345 

ヱド日はお忙しい中日寺閉そととっていただき感謝する。来年3月lζ訪

日すると開いた。

河野統幕長

その通りである。韓関lとも行く予定である。

本年7月lと/.:<'7イにいて日米韓OHODを開催した。現夜、日本
と韓国の間では防待校流が滞っている状態lとある。チェ岩子参菌室長と

は海幕長R言明からのパ}トテ〕であるが現在iこ至るまで会え℃い

lないため、是非CHODを実現したい。

是非OHODを実現したいと思っており、ロックリア司令官とも
VTO におドて本件について話じた。前聞はノ¥ワイマ淘催したが、

ハワイが適当であろうか?何か場所に衡し七提案はあるか?'

デンプシ}議長

ハワイが適当である。

来年2JlにPACOMCOCを実絡したいと考えている。しかし
!ながら諸般の事情lとより日程について'1主流動的であるσ2月201=1

lと実施できればど思っている。

ロックリア苛令官と出来るだげコンタクトを取りたいと考えて

いる。PAOOM COCfとチェ営参議長は参加じないと関いている。

その通りである。現在の朝鮮半島の状況を考えると、チミ乙会参議

、 1 ;畏は韓国を離れられなのではないだるう。常に北朝鮮からの脅威が

あり、サイバ}球撃の脅威の綴在イちしているp チェ合参議長の立場

もあると渡解している戸来年1月にチェ合参議長主電話線Hをする機

会があるのマ、その際にPAGOMCOCfζ参加するよう詩じてみ
たい。

ソニ}ぜクチヤ」へのサイパ}攻撃についでONNニユ}スで磯

河野統幕長

デジグシ~議長

前野統幕長

デンプシ}議長

長欄岬念m
マャ
J

阿
却
す河

デンプシ山議長

17. 
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河野統幕長
ユ

デユィヅ争イι議長

河野統幕長

デンプシ~霊室長

住開竺主j
認した。日米韓の連携は北朝鮮への対応としてE重要であ:SJ:認識じ
ている。北朝鮮においてはミサイルの脅威があるが、我が留のBMD

の態勢は万全であると認識している。しかしながら、日本と韓国の / 

聞ではGSOMIAがないので情報共宥ができていない。韓国内の世

論の影饗により出来ていないと認識しでいる。。
。

韓関には数年前から日本と上手く付き合うようlと喬?っていると

ころである。

北朝鮮からのサイバー攻撃については証拠がないたあ公表には

蕊dでいないが、アボリカ政府とじて何かLらの見解がt討されるも

リのと認識しているo

i 日韓潤のf詳報共通も含め我々の努.~が進むと信じている。

→速のASEANの会合lとより、中国のレトリックは低調だあると

苦意識してい:Sが、この件に対する意見如何?

APECにおいて日中首脳会談が実現した。海上連絡メカニズムの

i再開が決定しだところであるが中国からの反応がな円。尖閣周辺に

おける活動は活発化し℃いる。また南沙諸島においては暗礁の埋め

立ても行っておP、カによる現状の変更は認められないといラ立場 1

に基づきASEAN諸国やオ」ストラリアと連携をじている。我々は

中I~Hと対しでヱスカレ~ションラダ}を、J二げないよう努力してい

るところである。

現在、ガイドラインの見渡し作業を実施じでいるとこるであり、

来年の前半まで延期となった。集団的自衛権や検討中め安保法制が

実現じた際には局米の関係はより深化するものと認識しゼいる。ま

た、ゴ」ノレドフィン中将b日米の役割の再罰百整について議論した。

子ボラ熱lと関して話レをしたい。立ニボラ熱対応として

AFRICOM~ζ連絡官を派遣し、 KC恒767 においで防護服を運んだ。

引き緩き連絡J寄を遥じて情報収集じ、我々 ができることを考えでい

きたい。 ノ

日本の賞献に感謝申し上げる。エボラ熱のような案件は収束する

と関心が薄れてしまう傾向にある。とのような事態を風{じさせない

1ためにも経験や数百11を収集し能力を整備する必要がある。現在のと，

ころ基本的な能カは保有していると認識しており、移動式除染装置

を6台、 1度iζ3人を嬬離する能力者どもつC“17をと1機保有していー
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河野統幕長

デンプジ}議長

河野統幕長。

i¥ 

回画自
る。‘

AFRICOMには連絡官喜子常駐させ勾たいと考えている。またジブ

州立海戦対処の拠点でi強迎え笠箆自撞盛盟動企主並立之丞1])
利用を拡大さiせたいと考えているd 今樹立PACOM、OENTCO払

AFRICOMとの透携を?強化して参りたい。

今後OTF-l5 1に指揮官を派遣することとなる?コアリショ

ンを編成し9月lζ指揮官念発出す?る予定7であり、とれば底開約なこ

とであると認識しているがも

ロシアについてどのように考えているが?

助主ロシア空軍のTU-95爆撃機の臼木周辺倒或の活動、ノ勺レト

縦隊や黒海艦隊の太平洋における活動も活発化しており、自制重まと

してこれを警戒しでいる。

我々は北方領土問題を抱えているため、西側諸国とr同調しつつロ

.，シアとの最低限の関係は維持していきたいと考えている。‘

f岩崎前統幕長がステーツマシフォ~ラムに参カn-tるため6月l乙
訪米する予定である。

デンプジ}議長 I 6月に会うことができれば良い。 3月にも訪日するのでその擦に
rも会えればと思う'0

この粉滋l乙就いて様々 なことを経験してきたが、各国のjJりンタ

}パ)トやその舵偶者に出会えたごとが素晴らしいと感じている。

本田はお越し]頁き;感謝する。

し (γ)
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日両手j
別紙第7

ダンフ才一ド絞兵隊商令官との会談結果概要

1 百時及び場所、

寸 平成26年12月1.8日(木) 1. 400マ143.0 米国防総省

2 会談概要

ダンプオウ〕於

海兵隊司令官

河野統幕事長

ダジヲオ}ド

海兵隊司令官

河野統幕長

H
F
官
同

}

A
官

オ

可

フ

縁
ン

兵

ダ
・
海

河野統謀長

会談に先立らア」リントン墓地おいて献花をして下怠り感謝申

し上げる。日本か叩ブノレ怠メッセ}ジが発出で、きたものと沼判。

ぞじて愛殿という友人ができたこど妥嬉じく思うd

昨日の夕食会でお話したが本日は何点か議論した(，。

現主E自衛隊では水陸両用線カに取り組(uでおり、今回の守}νソ
」ドにおいても離島奪回司i臓を実施した。防衛カ整備においても

AAV7やオ不プレイの導スを決定したbころである。 J'

海上自衛隊においては水陵河用戦に供する艇を建造す守る予定で，

あり、航空自衛隊においては対地攻撃能力の向上を問擦をし、 i漆上

自衛隊においては水療機動泳図を創設することになる。

今後もアイアンフィス~， ドーシブリ yツiとは積極的に参加す
と5、引き続き文援をお願いtしたいゐ

沖縄にはmMEF，j);展開しており、ウィスラ」司令{よりオス
プレイの運用要領和k陸商用戦についての助言を受けることがで
きると考える。ねは過去に、 1日陸海察の阿用戦を学んだので愛肴

を感じている止ニろ。

f中綴県知事選時にはリパテイTポジ、ン」の実施、強鑑賞製f;':盟産

して瑛き感謝すぶ結果とじて普天間移設反対派の知事が就任した

が、辺附への移設問題は政治レベルの議論であるので加控室亙ー

はないとの認識である。安倍政権は強;tHζ推進するであろう。

沖縄l己は3悶勤務喜子しているので地元の状況につドては良く認，

識している。こ写様な問題作は忍耐力が~\重きであり状況が好転する

設で待つ之とも必要である;しかじながら、刻苦総理は移設を現行

計画どお担実減じ、沖縄の墓地換担を滅じる努カをしていくと理解

じている。

衆院選挙においては安倍政援支裳j);EE膿L.tLQ産鑑茸想!DlJニ芝
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直司
」シyプによ。り ζのような問題も進展していくものと認識してい

豆ム ρ 

*問、ワィスラ」中将とVTじを実被するが、強闘な

時間OROEMENT;を太平洋で実施すると都つもり。ワィスラ

」中将、トグーラン中将とも連携含強化して欲しい。

迎野古への移転やキャンプハンセジ、ヰャシZど三17')'ヱ虫垂直;ι
箆血盟謹却益ピ主準是盤措品質魁2箆担と麗盟世主
盛艶な盗よ担誌盟陸主騨慰涯魁主回世ど

北朝鮮の敬治状況如何?

現在、北朝鮮は金正恩体制であ白、一見安定Lている様に見える。

しかしながら、f可の実績もない金正恩の妹を政府の袈職へ配置した

り、まだ磯定していないがツニ」ピデチヤ}ズムのサイパ」攻撃と

いい余裕のない性格とみている。一見安定しているようで脆いので

はないか。不測事態が起きる可能性は否定できない。

北朝鮮は中国と距離を震いでいるようは見えるが?

。中国とのパイプ役であった張成沢が処刑された以降、中国正の距

高齢まあ:{:，ょうだ。一方でロシア占の連携を強化しようとしている領

、If均がある。

現在口三子ア空軍の TU"95爆撃機の日本周辺~tjjl;Zでの活動、ノ号、

ノレト緩隊や黒海緩隊の太平洋における活動も活発化しており、自衛

隊としてこれを警戒している。

我々は北方領土問題を抱えているため、西側諸国と向調しつつロ

シアとの最低限の関係は縫掩していきたいと考え丈いる。

， ¥ l(1シアjまバv.ク トワ」ザヲュ」チサ」だ。

河野統1事長

ド
υ
骨
開

}

令

官

究

オ

一

司

幕

げ

鰍

蹴

ダ

海

河

ド

骨

同

一
令

オ
一
向

フ

隊

ン

兵
タ

治

河野統著事長

ド

官
}

令

長

オ

司

纂

フ

隊

綴

ン

兵

野

、

ダ

海

河

ド

官
}

令

長

オ

司

幕

ヲ
隊
‘
，
統
.

ン

兵

野

ダ

海

何

資官はアアガンでの勤務が長いと認識しているがIE?ILの状況は
もどうか?
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ド

や

同

行
I
Aロ

オ

司

ヲ

隊

ン

兵

〕
ダ
海

河野統幕長

ド
門
局

」

A官

オ

司
フ

隊

ン

兵

ダ
/
協
同

河野統華事長
J 

H
F
骨
同

一一官
-
2
一万

フ

隊
ジ
‘
兵

、
グ
海

匝屋空自

デンヅジ}議長とウィιュフェノレド副議長との関で話があっ2こが、

アフガニスタンの状況はパキスタ:.:-におけるタリパシとの関係が

、深い。パキスタン、アフガヱスタン、イラクの状祝はそれぞ、れ個々

の問題含有しているが、対処としては共通のものちあると認識して

いる。それは各E認の部隊の能力を構築することであり、ミれが米蜜

どしての焦点である。

政治状況としてはアフガニスタシ、イラクめ大統領が交代し、現

待点において事態は好転しているものと考える。ケフガニ=スタンに

おける政権主主代当初は我々の努力の効果を下げるものであった。イ

ラクにおいては?リキ政権時よりも今の方が色々とやりやすくな

っている。いずれに冶ょ、個々の問題に対処するため、政治、経紘，

軍事商での取り組みをバランスよく長期的に実施する必要、がある。

イラクでの教訓を生かした政治体制整猿備も重要となる。大統領声

明のとおり、イラク、パ戸「スタシへの米国の支援はそれぞれの圏、

自らが上手くやってい《こと、すなわちガパチンコ毛の構築に重点が

4 置かれているものマある。

アフ::J:j'ここスタシにおいては民衆lご希望を与えるごとが震星空であ

り東京会合はこの役割を果たしている。

〈

衆院選で安倍政権与党が圧勝した。今後は集団的自衛権の議論が

護主連盟自衛守護の械が可能主位謹也監査陸飽盛

大するととができ、自衛隊と米軍の皇位主盟主主益仰を確信して

し、る。

‘'  
， 71<1漆F>専用の寄11線、ドぃーンブリッツやデイアシフイ!ストにおいて、

1水陸荷用の能カ、相互運用性i立高まった。今後は政治的な法解釈の

枠組みが整備されることで衰の意味で役割が拡大すると考える。

MV-22、AAV7への協カはおしまない。

オスフ。レイ， AAV7の話に戻ると、主若宮の権限ではないとは思う

が、日本としてはオスプレイの日」ジョナノレデポについても日本lζ

震いて演きたいと考え:ている。!

岩間臣告著事長からも警簡をl買いており、国防長官にも報fきしてい

る。日本は主要な候補となっていると認識している。

来年1月lと硫黄島における日米のイベシトがあり日本に立ち寄

る予定マある。東京R.行ぐことが出来れば是非、愛官lとも会いたいd

i と考える。本日はお越しいただき感謝する。
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